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実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
　
下
田
歌
子
自
筆
日
記
に
つ
い
て
（
一
）

書
誌
お
よ
び
明
治
二
十
一
年
の
概
要

愛
甲 

晴
美

は
じ
め
に

実
践
女
子
大
学
図
書
館
に
は
、
以
下
に
示
す
下
田
歌
子
の
自
筆
日
記
が
保

管
さ
れ
て
い
る
。

①
　
明
治
二
十
一
年
十
月
一
日
～
十
二
月
三
十
一
日
（
下
田
歌
子
関
係

資
料

　
請
求
番
号
三
〇
）

②
　
明
治
二
十
二
年
一
月
～
十
二
月
（
同
、
三
一
）

③
　
明
治
二
十
三
年
一
月
～
十
二
月
（
同
、
三
二
）

④
　
明
治
二
十
四
年
一
月
～
十
二
月
（
同
、
三
三
）

こ
れ
ら
の
日
記
は
ほ
ぼ
毎
日
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
か
な
り
の
分
量
が
あ

る
が
、
い
ま
だ
詳
細
な
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
こ
の
時
期
、
下
田

歌
子
（
以
下
下
田
）
は
華
族
女
学
校
学
監
と
し
て
多
忙
を
極
め
て
お
り
、
当

時
の
動
向
を
知
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
い
え
る
。

今
回
は
ま
ず
①
～
④
の
書
誌
を
記
す
。
次
に
、
①
の
主
要
事
項
を
概
観
す

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
間
の
家
庭
内
の
事
柄
に
関
す
る
記
述
を
確
認
す
る
こ
と

で
、
下
田
の
家
族
の
動
向
を
見
て
い
く
。

１
．
書
誌
に
つ
い
て

ま
ず
、
四
点
の
書
誌
を
記
す
。

凡
例

一
　
資
料
名
下
に
（
　
）
を
用
い
て
請
求
番
号
を
示
し
た
。

調
査
報
告
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一
　
虫
損
等
で
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
に
は
□
を
付
し
た
。

①
　
日
記

　（
三
〇
）

表
紙 

後
表
紙

　
縦
二
十
八
・
〇
糎
×
横
十
五
・
五
糎

 

左
肩
に
白
地
題
簽
貼
付

　
題
字
「
日
記

　
明
治
二
十
一
年
」

 

表
紙
、
題
簽
と
も
、
当
時
の
図
書
館
の
担
当
者
に
よ
っ
て
後
補
さ

れ
た
（
四
点
と
も
同
様
）

 

原
本
共
紙
表
紙

　
題
字
「
明
治
廿
一
年
十
月
一
日
よ
り
／
日
記
／

下
田
歌
子
」
と
墨
書

形
態 

袋
綴
（
六
孔

　
麻
糸
）
一
冊

料
紙 

片
面
罫
紙
（
無
界
）
藍
刷
り

　
枠

　
縦
十
七
・
三
糎
×
横
十
二
・
八

糎
（
虫
食
補
修
済
み
）

構
成 

三
十
丁

　
丁
付
な
し

本
文 

墨
書

印
記 

実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
、
下
田
歌
子
資
料
、
請
求
番
号

備
考 

本
文

　
十
二
月
三
十
一
日
の
み
内
容
記
述
な
し

① 後表紙① 第一丁表
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②
　
日
記

　（
三
一
）

表
紙 
後
表
紙

　
縦
二
十
五
・
〇
糎
×
横
十
六
・
五
糎

 

左
肩
に
白
地
題
簽
貼
付

　
題
字
「
日
記

　
明
治
二
十
二
年
」

 

原
本
共
紙
表
紙

　
題
字
「
明
治
二
十
二
年
一
月
／
日
記
」
と
墨
書

形
態 

袋
綴
（
五
孔

　
麻
糸
）
一
冊

料
紙 

楮
紙
（
虫
食
補
修
済
み
）　

構
成 

五
十
一
丁

　
丁
付

　
表
面
の
綴
穴
近
く
に
鉛
筆
書
き

　
後
綴
の
際

記
入
か

本
文 

墨
書

印
記 

実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
、
下
田
歌
子
資
料
、
請
求
番
号

② 第二丁表 ② 第一丁表
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③
　
日
記

　（
三
二
）

表
紙 
後
表
紙

　
縦
二
十
六
・
七
糎
×
横
十
九
・
二
糎

 
左
肩
に
白
地
題
簽
貼
付

　
題
字
「
日
記

　
明
治
二
十
三
年
」

 

原
本
共
紙
表
紙

　
題
字
「
明
治
廿
三
年
一
月
ヨ
リ
／
日
記
／
香
雪

女
史
」
と
墨
書

形
態 

単
葉
装
（
六
孔

　
麻
糸
）
一
冊

料
紙 

両
面
罫
紙
（
有
界
）
十
三
行

　
茶
刷
り

　
枠

　
縦
二
十
一
・
四
糎

×
横
十
六
・
〇
糎

　
版
心
中
央
で
切
断
し
て
使
用
か
（
虫
食
補
修

済
み
）

構
成 

墨
付
本
文
五
十
三
丁

　
後
遊
紙
四
丁

　
丁
付
な
し

本
文 

墨
書

印
記 

実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
、
下
田
歌
子
資
料
、
請
求
番
号

備
考 

共
紙
表
紙
の
裏
に
自
筆
と
思
わ
れ
る
墨
書
二
行
あ
り
、
裏
打
ち
の

た
め
不
鮮
明

 

本
文
第
四
十
七
丁
裏
は
鉛
筆
書
き
で
日
課
表

　
墨
で
四
方
括
弧
書

き
、
上
部
に
墨
横
線
一
本

 

後
遊
紙
第
三
丁
裏
に
鉛
筆
書
き
で
日
程
表

　
上
か
ら
墨
で
抹
消
線

を
引
く

 

第
五
十
丁
か
ら
五
十
三
丁
は
、
同
じ
罫
紙
で
片
面
印
刷
さ
れ
た
も

の
を
半
切
し
て
両
面
使
用
し
、
版
心
下
部
に
切
り
取
り
が
あ
る

③ 第一丁表③ 版心下部
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④
　
日
記

　（
三
三
）

表
紙 

後
表
紙

　
縦
二
十
四
・
二
糎
×
横
十
五
・
〇
糎

 

左
肩
に
白
地
題
簽
貼
付

　
題
字
「
日
記

　
明
治
二
十
四
年
」

 

原
本
共
紙
表
紙

　
題
字
「
明
治
廿
四
年
一
月
ヨ
リ
／
日
記
／
香

雪
」
と
墨
書

形
態

　
袋
綴
（
六
孔

　
麻
糸
）
一
冊

料
紙

　
片
面
罫
紙
（
無
界
）
藍
刷
り

　
枠

　
縦
十
七
・
六
糎
×
横
十
二
・
七

糎
（
虫
食
補
修
済
み
）

構
成

　
五
十
三
丁

　
丁
付
な
し

本
文

　
墨
書

印
記

　
実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
、
下
田
歌
子
資
料
、
請
求
番
号

備
考

　
版
心
下
部
に
切
り
取
り
あ
り
。（
第
一
丁
版
心
記
載
の
文
字
「

　
氏

　
藏
」
を
切
り
取
る
た
め
か
）
上
部
余
白
に
ま
れ
に
鉛

筆
書
き
あ
り
。
後
綴
の
際
記
入
か

④ 第一丁表④ 第一丁版心下部
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２
．
①（
明
治
二
十
一
年
十
月
一
日
～
十
二
月
三
十
一
日
）の
概
要

本
文
は
月
日
、
曜
日
、
天
候
か
ら
起
筆
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
毎
日
、
起
床
、

出
校
、
退
校
、
来
訪
や
訪
問
、
帰
宅
、
就
寝
等
の
時
間
を
お
お
よ
そ
時
系
列

で
記
し
、
来
訪
者
や
訪
問
先
の
氏
名
や
所
用
の
内
容
を
ご
く
簡
潔
に
書
き
留

め
て
い
る
。
時
間
は
五
分
単
位
ま
で
書
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
人
物
名

は
、
頻
繁
に
記
さ
れ
る
場
合
に
は
名
字
か
名
前
の
み
と
い
う
も
の
も
見
ら
れ

る
が
、
大
方
は
後
で
人
物
が
わ
か
る
よ
う
に
姓
名
、
あ
る
い
は
役
職
、
尊
称

等
を
付
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
個
人
的
な
感
想
や
随
想
と
い
っ
た
も
の
は
殆

ど
見
ら
れ
な
い
。

姪
の
平
尾
寿
子
が
、「
八
十
余
年
の
生
涯
中
、
一
日
も
欠
か
さ
ず
つ
け
た

日
記
」
と
書
い
て
い
る
が 1
、
日
々
の
記
録
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
、
下
田
の
几

帳
面
な
性
格
を
本
資
料
か
ら
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
だ
っ
た
事
項

を
次
に
示
す
。

十
月 

二
日 

皇
女
御
降
誕
の
祝
賀
を
啓
す
（
明
治
天
皇
第
六
皇
女

常つ
ね
み
や宮

昌ま
さ
こ子

内
親
王

　
九
月
三
十
日
生
）

 

四
日 

大
坂
相
愛
女
学
校
主

　
松
原
氏
来
訪

　
学
校
参
観 2

 

十
七
日 

神
嘗
祭

　
諸
払
い
す
る

 

二
十
一
日 

三
島
通
庸
氏
危
篤
の
報
を
受
け
訪
問

 

二
十
三
日 

三
島
氏
死
去 3

十
一
月 

三
日 

天
長
節

　
大
臣
、
親
任
官
、
公
侯
爵

　
高
等
官
ら
に
生

徒
の
歌
、
演
奏
を
披
露 4

 

六
日 

よ
し
子
（
堀
江
善
子
）
と
と
も
に
、
サ
ラ
ザ
ン
氏
に
フ

ラ
ン
ス
語
を
習
い
始
め
る 5

 

十
二
日 

昭
宮
殿
薨
去
（
明
治
天
皇
第
四
皇
子
昭

あ
き
の
み
や
み
ち
ひ
と

宮
猷
仁
親

王
）

 
 

（
翌
日
十
三
日
は
華
族
女
学
校
の
開
校
記
念
日
で
式
典

を
予
定
し
て
い
た
が
中
止
） 6

 

二
十
三
日 

新
嘗
祭

　
塾
生
一
同
と
団
子
坂
の
菊
人
形
館
に
行
く 7

 

二
十
六
日 

皇
后
行
啓

　
天
長
節
同
様
の
歌
、
演
奏
等
を
披
露 8

十
二
月 

十
三
日 

華
族
女
学
校
生
徒
を
つ
れ
て
宮
城
拝
観

 

二
十
四
日 

煤
払
い
、
餅
つ
き

　
塾
の
稽
古
じ
ま
い

 

三
十
日 

門
松
を
立
て
る

日
記
に
は
、
ほ
ぼ
毎
日
複
数
の
来
訪
者
の
名
前
が
あ
る
。
特
に
下
田
の
歌

の
師
で
あ
り
、
平
尾
一
家
が
岩
村
か
ら
東
京
へ
移
転
し
た
際
、
一
時
寄
留
さ

せ
て
も
ら
っ
た
高
﨑
正
風
や
、
そ
の
従
兄
弟
で
東
京
府
知
事
の
高
﨑
五
六
は
、

頻
繁
に
行
き
来
し
て
い
る
。
五
六
は
当
時
娘
の
芳よ

し
こ子

を
華
族
女
学
校
に
通
わ

せ
て
お
り
、
保
護
者
の
立
場
で
も
下
田
と
度
々
面
談
し
て
い
る
。
そ
の
他
に

も
桃
夭
塾
、
華
族
女
学
校
の
生
徒
や
保
護
者
、
教
職
員
の
ほ
か
、
歌
人
、
僧

侶
な
ど
様
々
な
人
物
に
応
対
す
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
ら
も
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土
方
久
元
宮
内
大
臣
、
伊
藤
博
文
枢
密
院
議
長
、
松
方
正
義
大
蔵
大
臣
、
大

隈
重
信
外
務
大
臣
等
の
政
府
高
官
や
、
山
階
宮
家
、
有
栖
川
宮
家
な
ど
諸
所

を
訪
問
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
書
状
の
や
り
と
り
も
多
い
。
多
忙
に
よ
る
も

の
か
、
何
度
も
体
調
を
崩
し
、
往
診
を
受
け
、
眼
病
や
歯
の
治
療
で
医
者
通

い
も
し
て
い
る
。

十
月
二
日
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
常
宮
昌
子
内
親
王
と
、
第
七
皇
女
周

か
ね
の
み
や宮

房ふ
さ
こ子

内
親
王
に
は
、
下
田
が
欧
米
女
子
教
育
視
察
を
経
て
、
御
用
掛
と
し
て

教
育
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
両
内
親
王
は
下
田
を
生
涯
の
師
と
仰
ぎ
、
臨

終
の
床
に
ま
で
駆
け
つ
け
る
ほ
ど
関
わ
り
が
深
か
っ
た
。

同
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
前
年
か
ら
患
っ
て
い
る
気
管
支
炎
が
快

癒
し
な
い
た
め
、
療
養
も
兼
ね
て
名
古
屋
京
阪
方
面
に
旅
行
し
て
い
る
が
、

日
記
の
冒
頭
に
も
気
管
支
炎
が
全
快
し
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
、
長
期
間
悩
ま

さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
旅
行
中
に
知
り
合
っ
た
、
大
坂
相
愛
女
学
校
校

主
の
松
原
深
諦
が
学
校
参
観
に
訪
れ
て
い
る
。

十
月
二
十
三
日
に
死
去
し
た
警
視
総
監
三
島
通み

ち
つ
ね庸

と
の
交
流
は
深
く
、
危

篤
の
姿
に
耐
え
が
た
く
、
下
田
は
屏
風
の
陰
に
隠
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
日

記
の
他
の
箇
所
に
は
あ
ま
り
記
さ
れ
な
い
こ
う
し
た
心
情
が
綴
ら
れ
る
の
も
、

下
田
に
と
っ
て
大
切
な
協
力
者
で
あ
っ
た
人
物
を
失
う
こ
と
に
対
す
る
、
深

い
悲
し
み
の
顕
れ
と
い
え
よ
う 9
。

十
一
月
三
日
の
天
長
節
、
同
二
十
六
日
の
皇
后
の
行
啓
は
、
学
校
を
挙
げ

て
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
る
。
下
田
は
宮
中
へ
し
ば
し
ば
参

内
し
て
お
り
、
皇
室
と
の
関
わ
り
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
年
末
に
は
歳

暮
の
や
り
と
り
も
記
さ
れ
、
み
か
ん
、
缶
詰
、
鰹
節
と
い
っ
た
、
当
時
の
贈

答
品
を
知
る
上
で
も
興
味
深
い
。

フ
ラ
ン
ス
語
を
サ
ラ
ザ
ン
氏
に
習
い
始
め
た
こ
と
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
調
査
で
、
そ
の
具
体
的
な
年
月
日
や
経
緯
が
明
ら
か
に
な
っ

た
の
で
、
特
に
取
り
上
げ
る
。

凡
例

一
　
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
表
記
し
た
。

一
　
句
読
点
は
で
き
る
限
り
原
文
通
り
表
記
し
た
。

一
　
虫
損
等
で
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
に
は
、
□
を
付
し
た
。

一
　
翻
字
は
山
口
典
子
氏
に
よ
る
翻
字
原
稿
を
参
照
し
、
愛
甲
が
作
成
し

　
　
た
。

（
翻
字
）（
十
一
月
六
日
）

（
前
文
略
）

日
よ
し
子
を
、
仏
人
、
サ
ラ
ザ
ン
の
宅
へ
遣
す

、

但
し
、
昨
年
よ
り
、
病
気
平
癒
の
上
ハ
、
仏
語
の
教

授
を
頼
ま
ん
と
、
約
し
た
れ
バ
、
猶
、
心
の
い
と
ま
な
き

様
な
れ
ど
、
何
時
迠
、
延
引
せ
ん
よ
し
も
な
け
れ
ば
、

今
夜
か 

ら
始
め
に
て
、
よ
し
子
と
我
れ
と
、
毎
火
曜
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日
毎
に
、
同
氏
を
聘
し
て
、
稽
古
せ
ん
と
す
る
也
。

但
し
、
日
本
語
と
、
仏
語
と
、
取
か
へ
る
、
約
速
也
、

（
後
文
略
）

『
下
田
歌
子
先
生
伝
』
に
は
、「
か
つ
て
の
日
、
宮
中
に
あ
り
し
頃
、
仏

人
サ
ラ
ゼ
ン
氏
に
つ
い
て
仏
蘭
西
語
は
若
干
学
ん
だ
」

10

と
あ
る
が
、
明
治

二
十
一
年
十
一
月
六
日
よ
り
前
に
、
す
で
に
教
授
を
受
け
て
い
た
も
の
を
再

開
し
た
の
か
ど
う
か
は
、
こ
の
記
述
で
は
判
断
が
付
か
な
い
。
日
記
に
は
熱

心
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
も
記
さ
れ
、
忙
し
い
中

で
も
自
ら
学
ぶ
こ
と
に
意
欲
的
だ
っ
た
下
田
の
姿
勢
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

日
記
は
虫
損
等
に
よ
り
、
全
体
を
通
し
て
解
読
が
困
難
な
箇
所
が
多
く
、

特
に
第
二
十
七
丁
以
降
は
欠
損
が
甚
だ
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
年
末
に
は
人
の

往
来
も
多
い
が
、
人
物
の
特
定
や
出
来
事
の
経
緯
が
、
明
ら
か
に
で
き
な
い

十
月 

九
日 

田
副
氏
、
会
沢
氏
来
訪
、
父
よ
り
内
々
の
相
談
の
た
め

呼
ぶ

 

二
十
四
日 

太
田
氏
来
訪
、
家
事
の
話

 

二
十
五
日 

太
田
俊
光
氏
来
訪
、
家
事
に
つ
い
て

 

二
十
九
日 

北
溟
氏
、
中
島
氏
学
校
に
来
訪
、
家
事
に
つ
い
て

十
一
月 

六
日 

菊
元
、
母
と
鍗
蔵
の
荷
物
を
取
り
に
来
る

 

十
五
日 

明
石
氏
、
母
の
こ
と
で
相
談
、
父
に
も
相
談
す
る

 

三
十
日 

田
副
氏
来
訪
、
家
事
に
つ
い
て

十
二
月 

三
日 

田
副
氏
来
訪
、
家
事
に
つ
い
て
。
夜
、
上
代
氏
、
下
田

の
千
葉
県
へ
の
貫
属
替
の
印
を
取
り
に
来
る

 
九
日 

田
副
氏
、
鍗
蔵
の
書
状
を
持
参

部
分
が
多
数
あ
る
。
今
後
の
調
査
に
よ
り
、
断
片
的
で
解
明
で
き
な
か
っ
た

部
分
に
関
連
す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

３
．
家
庭
内
の
事
柄
に
つ
い
て

日
記
の
大
半
は
公
務
、
交
友
関
係
に
関
わ
る
記
述
だ
が
、
そ
の
中
に
下

田
の
家
庭
内
の
事
柄
に
関
わ
る
事
項
が
散
見
す
る
。
家
庭
内
の
用
件
に
は
、

「
家
事
」
と
い
う
言
葉
を
補
足
す
る
こ
と
が
多
く
、
詳
し
い
内
容
は
殆
ど
記

さ
れ
て
い
な
い
。
記
述
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

① 第十四丁表
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十
五
日 

田
副
氏
来
訪
、
家
事
に
つ
い
て

 
十
八
日 

菊
元
来
訪
、
戸
籍
の
こ
と

 

十
九
日 

上
代
平
左
衛
門
よ
り
書
状
が
来
る
。
下
田
の
相
続
人
と

し
て
同
氏
の
親
戚
稗
田
哲
斎
の
次
男
廉
亮
と
い
う
男
子

に
つ
い
て
の
記
述

十
一
月
六
日
に
は
、
菊
元
と
い
う
人
物
が
母
と
弟
鍗
蔵
の
荷
物
を
取
り
に

来
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
に
関
連
し
て
、
父
平
尾
鍒
蔵
の
複
数

の
資
料
に
、
明
治
二
十
一
年
九
月
に
母
房
子
が
平
尾
家
を
出
た
こ
と
、
お
よ

び
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
鍒
蔵
は
、
そ
の
理
由
を
「
巳
ム
ヺ
得
ザ
ル

縁
由
相
生
ジ
」
と
記
し
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
鍒
蔵
が
房
子
の
行
状
に

不
満
を
持
ち
、
指
摘
を
受
け
た
房
子
は
自
ら
申
し
出
て
家
を
出
た
と
い
う
こ

と
が
読
み
取
れ
る11
。
後
に
、
平
民
新
聞
に
「
妖
婦
下
田
歌
子
」
が
連
載
さ
れ
、

そ
の
中
で
も
母
と
弟
が
家
を
出
た
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記

事
内
容
は
、
鍒
蔵
の
記
述
と
は
異
な
る
が
、
平
尾
夫
妻
の
別
居
は
周
知
の
事

実
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う12
。
日
記
の
菊
元
は
、
鍒
蔵
の
覚
書
に
あ
る
、
菊
本
と

同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
覚
書
に
は
、
同
年
九
月
二
十
七
日
、
菊
本
を
呼
び
、

房
子
と
の
離
縁
の
届
を
出
す
よ
う
催
促
し
た
と
あ
る
。
平
尾
家
と
の
関
係
は

書
か
れ
て
い
な
い
が
、
親
族
か
、
執
事
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か13
。
十
一

月
六
日
の
一
文
は
、
こ
の
別
居
を
裏
付
け
る
資
料
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

翌
明
治
二
十
二
年
一
月
二
十
二
日
の
日
記
に
も
、
下
婢
せ
き
が
房
子
の
手
紙

を
持
参
し
、
調
度
を
持
ち
帰
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
田
副
、
明
石
と
い
っ

た
親
戚
と
思
わ
れ
る
人
物
が
何
度
も
歌
子
を
訪
れ
て
い
る
が
、
忙
し
い
公
務

の
中
、
時
間
を
割
い
て
面
会
し
相
談
し
て
い
る
様
子
か
ら
、
差
し
迫
っ
た
問

題
が
起
き
て
い
た
と
想
像
で
き
る14
。

房
子
は
明
治
二
十
一
年
、
前
述
の
下
田
の
旅
に
同
行
し
、
旅
先
か
ら
鍒
蔵

宛
て
に
書
簡
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
夫
婦
の
不
和
は
感
じ
ら
れ
な
い15
。

こ
れ
ほ
ど
の
事
態
を
招
い
た
根
本
的
な
原
因
は
、
鍒
蔵
の
記
述
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

そ
の
他
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
人
物
の
う
ち
、
中
島
氏
は
下
田
が
当
分
の

間
執
事
代
理
を
委
託
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
、
日
記
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。

会
沢
氏
、
太
田
氏
、
北
溟
氏
に
つ
い
て
は
、
下
田
の
家
庭
内
の
事
柄
と
の
関

わ
り
を
、
今
後
も
調
査
し
て
い
く
。

日
記
で
は
、
弟
鍗
蔵
も
一
緒
に
家
を
出
た
よ
う
に
も
受
け
と
れ
る
。
鍗
蔵

に
つ
い
て
は
、
明
治
十
一
年
に
鍒
蔵
か
ら
鍗
蔵
へ
、
平
尾
家
の
家
督
相
続
願

が
東
京
府
知
事
宛
て
に
出
さ
れ
て
い
る
。
鍒
蔵
は
明
治
八
年
に
宮
中
に
出
仕

し
た
が
、
同
十
六
年
に
辞
し
、
そ
の
後
事
業
を
興
す
が
失
敗
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
下
田
著
『
国
文
小
学
読
本
』
や
下
田
編
『
和
文
教
科
書
』
の
一
部
、

さ
ら
に
三
島
通
庸
著
『
国
の
す
が
た
』
の
出
版
人
が
鍗
蔵
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
弟
の
生
計
の
た
め
に
下
田
が
尽
力
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
同

二
十
一
年
五
月
に
は
日
本
漁
網
会
社
を
立
ち
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
も

成
功
し
な
か
っ
た
よ
う
だ16
。
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日
記
に
は
、
下
田
家
の
相
続
に
関
す
る
事
柄
も
記
さ
れ
て
い
る
。
夫
下
田

猛
雄
が
明
治
十
七
年
五
月
に
亡
く
な
り
、
す
で
に
四
年
が
経
過
し
た
明
治

二
十
一
年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
相
続
人
の
話
が
進
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
下

田
歌
子
の
戸
籍
謄
本
（
取
得
年
月
日
不
明
）
に
は
、
前
戸
主
と
し
て
下
田
廉

亮
の
記
載
が
あ
る
。
戸
籍
に
は
相
続
の
理
由
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
一
度

は
下
田
家
を
相
続
し
た
下
田
廉
亮
と
い
う
人
物
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
相
続

で
き
な
く
な
り
、
下
田
が
相
続
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る17
。

お
わ
り
に

明
治
十
八
年
、
四
谷
区
四
谷
仲
町
皇
宮
附
属
地
に
、
生
徒
一
四
三
名
で
開

校
し
た
華
族
女
学
校
は
、
同
二
十
一
年
十
月
に
は
、
収
容
人
員
を
大
幅
に
超

え
る
二
四
一
名
に
達
し
、
翌
年
十
月
に
は
、
麹
町
区
永
田
町
の
新
校
舎
に
移

転
し
て
い
る
。
学
監
と
い
う
立
場
で
煩
雑
な
学
務
に
追
わ
れ
る
下
田
は
、
宮

中
へ
の
参
内
、
政
府
高
官
等
と
の
社
交
、
帰
宅
し
て
も
桃
夭
塾
生
の
指
導
や

自
身
の
勉
学
に
励
む
中
、
家
族
の
問
題
も
抱
え
、
心
労
の
堪
え
な
い
困
難
な

状
況
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
常
に
記
録
を
残
し
、

諸
事
に
備
え
る
姿
勢
に
、
女
子
教
育
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
と
責
任
感
が
伝

わ
る
。
今
後
も
継
続
し
て
日
記
を
調
査
し
、
こ
の
間
の
下
田
の
動
向
や
記
載

さ
れ
て
い
る
人
物
等
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

■
注

1 

平
尾
寿
子
「
伯
母
下
田
歌
子
の
思
い
出
」
高
嶋
伊
都
子
／
山
田
富
子
編

『
竹
の
ゆ
か
り
』
河
出
書
房
　
一
九
九
〇
年
　
二
十
五
頁

2 

大
坂
相
愛
女
学
校
は
明
治
二
十
一
年
七
月
四
日
開
校
、
初
代
校
長
は
大
谷

光
尊
の
妹
大
谷
朴な

お
こ子

、
校
主
は
松
原
深
諦
だ
っ
た
（
相
愛
学
園
百
年
史
編

纂
委
員
会
編
『
相
愛
学
園
百
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
八
年
）。

3 

明
治
二
十
一
年
六
月
五
日
付
で
華
族
女
学
校
嘱
託
教
師
と
な
っ
た
、
ア
リ

ス
・
ベ
ー
コ
ン
が
葬
儀
の
様
子
を
記
録
し
て
い
る
（
ア
リ
ス
・
ベ
ー
コ
ン

著
　
久
野
明
子
訳
『
華
族
女
学
校
教
師
の
見
た
明
治
日
本
の
内
側
』
中
央

公
論
社
　
一
九
九
四
年
　
四
十
七
～
四
十
九
頁
。
な
お
、
嘱
託
教
師
就
任

の
年
月
日
は
『
華
族
女
学
校
第
三
年
報
』
自
明
治
二
十
年
八
月
　
至
明
治

二
十
一
年
七
月
　
に
よ
る
）。

4 

『
華
族
女
学
校
第
四
年
報
』
自
明
治
二
十
一
年
八
月
　
至
明
治
二
十
二

年
七
月
　
四
五
頁
。『
華
族
女
学
校
教
師
の
見
た
明
治
日
本
の
内
側
』

五
十
五
～
五
十
七
頁

5 

堀
江
善
子
は
華
族
女
学
校
開
校
時
に
当
分
雇
教
師
、
明
治
二
十
一
年
四
月

に
免
職
し
て
い
る
。
日
記
に
は
よ
し
子
の
名
が
頻
繁
に
記
さ
れ
、
内
容
か

ら
、
当
時
下
田
の
側
近
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

6 
『
華
族
女
学
校
第
四
年
報
』
四
十
六
頁

7 
ア
リ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
は
下
田
と
は
別
の
日
に
菊
人
形
館
を
訪
れ
、
そ
の

様
子
を
残
し
て
い
る
（『
華
族
女
学
校
教
師
の
見
た
明
治
日
本
の
内
側
』
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六
十
六
頁
）。

8 
明
治
神
宮
監
修
『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
上
　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
四
年

四
六
七
頁

9 

実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
』

一
九
八
一
年
　
三
十
九
頁
。
ま
た
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
下
田
歌
子
関

係
資
料
（
以
下
下
田
資
料
）
は
三
島
通
庸
宛
て
書
簡
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る
。

10 

『
下
田
歌
子
先
生
伝
』
故
下
田
歌
子
先
生
傳
記
編
纂
所
　
一
九
四
三
年
　

二
四
一
頁
（
引
用
文
中
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
表
記
し
た
）

11 

下
田
資
料
「
房
女
別
居
覚
書
」〔
平
尾
鍒
蔵
年
譜
〕、「
鍗
蔵
行
状
に
つ
い

て
聞
書
」
参
照
。
実
際
に
戸
籍
を
変
更
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
鍒
蔵
は
武

久
房
と
旧
姓
を
記
し
て
い
る
。

12 

「
妖
婦
　
下
田
歌
子
　
二
十
五
」『
平
民
新
聞
』
明
治
四
十
年
三
月
二
十
六
日

13 

前
出
「
房
女
別
居
覚
書
」

14 

田
副
、
明
石
と
も
名
字
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
人
物
の
特
定
は
難

し
い
が
、
前
出
の
鍒
蔵
資
料
中
に
も
田
副
、
明
石
の
名
が
見
ら
れ
る
。
明

石
は
、
東
條
琴
台
の
子
で
鍒
蔵
の
異
母
弟
に
あ
た
る
、
明
石
範
貞
と
思
わ

れ
る
。
範
貞
は
明
治
十
八
年
に
は
東
京
に
住
居
が
あ
り
下
田
の
家
族
と
関

わ
り
が
あ
っ
た
（
湯
浅
嘉
一
編
『
明
石
八
十
年
史
』
明
石
八
十
年
史
刊
行

会
　
一
九
七
四
参
照
）。
ま
た
、
明
治
四
十
四
年
の
「
下
田
う
た
改
名
願
」

に
親
族
と
し
て
田
副
と
し
の
名
が
あ
る
。
下
田
の
祖
母
貞
の
姉
は
田
副
氏

に
嫁
い
で
い
る
。

15 

愛
甲
晴
美
「
下
田
歌
子
の
母
、
平
尾
房
子
に
関
す
る
調
査
報
告
２
―
平
尾

房
子
書
簡
　
夫
平
尾
鍒
蔵
宛
―
」『
う
た
子
だ
よ
り
』
第
３
号
　
実
践
女

子
学
園
Ｐ
Ｊ
研
究
　
下
田
歌
子
研
究
所
　
二
〇
一
三
年

16 

下
田
資
料
「
日
本
漁
網
会
社
設
立
一
件
」。
前
出
「
鍗
蔵
行
状
に
つ
い
て

聞
書
」
か
ら
、
明
治
二
十
五
年
頃
に
は
鍗
蔵
の
事
業
が
う
ま
く
い
っ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

17 

下
田
資
料
「
下
田
家
戸
籍
謄
本
」
に
よ
る
と
、
下
田
が
廉
亮
を
養
子
に
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
出
の
平
民
新
聞
の
記
事
に
は
、
下
田
の
戸
籍

を
写
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ
り
、
廉
亮
の
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

（
あ
い
こ
う
・
は
る
み
／
実
践
女
子
学
園
下
田
歌
子
研
究
所
研
究
員
）


